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小田原市・南足柄市「中心市のあり方」に関する任意協議会部会規程 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、小田原市・南足柄市「中心市のあり方」に関する任意協議会幹事会規

程第６条第２項の規定に基づき、小田原市・南足柄市「中心市のあり方」に関する任意協

議会部会（以下「部会」という。）の組織及び運営に関し必要な事項を定めるものとする。 

 

 （所掌事務） 

第２条 部会は、小田原市・南足柄市「中心市のあり方」に関する任意協議会（以下「協議

会」という。）の会長及び小田原市・南足柄市「中心市のあり方」に関する任意協議会幹

事会（以下「幹事会」という。）の幹事長の指示を受け、協議会に提案する事項について

専門的に協議し、又は調整するものとする。 

 

 （組織） 

第３条 部会は、別表の左欄に掲げる部会ごとに、同表の中欄及び右欄に掲げる職にある者

をもって組織する。 

 

 （部会長及び副部会長） 

第４条 別表の左欄に掲げる部会ごとに部会長及び副部会長を置く。 

２ 部会長は、小田原市の部局長等（部局長相当の職にある者（部局に属しない課等にあっ

ては、課長相当の職にある者。）をいう。次項において同じ。）のうち幹事長が指名する者

をもって充てる。 

３ 副部会長は、南足柄市の部局長等のうち幹事長が指名する者をもって充てる。 

４ 部会長は、部会を代表し、会務を総理する。 

５ 副部会長は、部会長を補佐し、部会長に事故があるとき又は部会長が欠けたときは、そ

の職務を代理する。 

 

 （会議） 

第５条 部会の会議は、部会長が招集する。 

２ 部会の会議の議長は、部会長がこれに当たる。 

３ 部会は、必要に応じて関係する部会と合同で会議を開催することができる。この場合に

おいて、当該会議の議長は、主たる会議事項となる事務を所管する部会の部会長が当たる

ものとする。 

 

 （分科会） 

第６条 部会は、その所掌事務を補助させるため、必要に応じて分科会を置くことができる。 

２ 分科会の組織及び運営に関し必要な事項は、幹事長が別に定める。 
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 （関係職員等の出席） 

第７条 部会長は、必要に応じて関係職員等を会議に出席させ、説明又は助言を求めること

ができる。 

 

 （報告） 

第８条 部会長は、部会の協議又は調整の経過及び結果について、幹事会の幹事長に報告す

るものとする。 

 

 （庶務） 

第９条 部会の事務は、協議会の事務局において処理する。 

 

 （補則） 

第１０条 この規程に定めるもののほか、部会の運営に関し必要な事項は、幹事長が別に定

める。 

 

   附 則 

 この規程は、平成２８年１０月２１日から施行する。 

 

   附 則 

 この規程は、平成２９年４月１日から施行する。 

 

別表（第３条及び第４条関係） 

部会名 小田原市 南足柄市 

企画部会 企画部長、政策調整担当部長、

広域行政統括担当部長、秘書室

長 

企画部長、秘書広報課長 

総務・財務部会 総務部長、会計管理者、監査事

務局長、選挙管理委員会書記長 

総務防災部長、会計管理者、選挙

管理委員会事務局長、監査委員

事務局長 

市民部会 市民部長 市民部長 

防災・消防部会 防災部長、消防長 総務防災部長 

文化部会 文化部長 市民部長 

環境部会 環境部長 環境経済部長 

福祉・医療部会 福祉健康部長、病院管理局長 福祉健康部長 

子ども・青少年部会 子ども青少年部長 福祉健康部長 

経済部会 経済部長、公営事業部長、中心

市街地振興担当部長、水産振興

担当部長、農業委員会事務長 

環境経済部長、農業委員会事務

局長 
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都市部会 都市部長 都市部長 

建設部会 建設部長 都市部長 

下水道部会 下水道部長 都市部長 

水道部会 水道局長 都市部長 

教育部会 教育部長 教育次長 

議会部会 市議会事務局長 議会事務局長 

 


